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             Biological Study on the Seminal Vesicle 
 II. Histological Study on the Testis of the Vesiculectomized Guinea-pigs 
 Muneo MINAGUCHI 
 From the Department of Urology, Osaka Medical College 
                         (Director  : Prof. J. Ishigami,) 
   In the previous study, conceptability of the vesiculectomized guineapigs was studied, 
in which it was found that normal fertilization between femal guinea-pig and male 
guinea-pig up to 10 months after vesiculectomy was possible without detailed observation 
producing any congenital malformation on the newborn. In the present study, a systemic 
on the histology of the testis was carried out on the guinea-pigs 6, 9, 10, 14, 15, 18, and 
19 months after vesiculectomy. The results are as follows 
   1) During 5-6 months after vesiculectomy, granular secretion in the seminiferous 
tubules was markedly increased, while it was decreased 9-10 months after vesiculectomy. 
   2) The function of seminal formation was gradually impeded 10 months after 
vesiculactomy and at the same time degeneration and a decrease in the Sertoli cell were 
found. The marked dysfunction in the process of Spermatozoal formation and degenera-















後者 はICSH(L.H)の 支配 下に 男性 ホルモ
ンの分泌 を営む と考え られている,
男子副性器 として性 機能 に関与す る前立 腺及
び精嚢腺 は男性 ホノLモンの支配下 にあ り,体 内
に於 け る男性 ホルモ ンの活動 に よつて鋭敏 なる
機能 の変動 を示す ものであ る。
睾丸除去 の精嚢腺に及ぼす影響 については古
来,数 多 くの実験が行われてを り,そ の重量測
定が内分 泌物質 の一測定法 として応 用 され てい
ることも周知 の事実で ある.然 しなが ら精嚢腺
別 出の睾丸組織に及ぼす影 響についての実験 は
極 めて少数者 によつて,且 つ断片的 に報告 され























































































































































ものである.然 し造精機転は尚 不完全 ながら認めら










































































畢丸組織 には著 しい変 化を示 し,少 数 の精祖細
胞,精 子細胞が管 腔内に認 め られ るのみで精細
管 内は此 等散 在性 に存在す る性細 胞 と少数 の変
性脚細 胞の他 は少量 の線維状 分泌物 が認 められ
るにすぎない.間 質細胞は一部 は寧 ろ肥厚像を
示 し,そ の部分 に軽度 の細胞浸 潤 をともなつ て
いる.即 ち19ケ月に至 つて造精機 転は完全に障
碍 され,受 精能は明 らかに否定 しうる状 態 とな
つている.
以上 要約す ると精細管内の穎粒状分 泌物 は別
出後6～9ケ 月目には増加 し,そ れ によると思
われ る種kの 影響が認 められ るが,10ケ月後は
漸 次,減 少 して14ケ月以後は寧 ろ正常像 より少
くなる.精 細管内 分泌物の増減が如何な る因子
に よる ものか は明 らか にし得な いが,10ケ月以
後 に叉漸次減少す る点か ら考えて精嚢腺別 出に
よる内分泌学 的影響 と云 うよりも寧 ろ精嚢湶に
於て吸収 さるべき畢丸分 泌物 が別 出に よつて精
細 管内に充満停 滞 した と考 えるならば,精 嚢腺
の吸収機能 の存在 を裏付 ける上 に も甚 だ興 味あ
る点であ る.
精 嚢腺 の吸収機能 につ いてはExnerの 報告
を以 て 嗜矢 とす る,そ の後K6nigstein(190
8)4)の組織学的検索,Martin,Pulidos)(1928)
の解剖学的検討が あり,更 には稲 葉(1934)6',
Hermann(1934)7)Boeminghatisu.Baldus
(1934)8)等に よるExner吸 収説の再確 認の報






られてい るが,石 神(1950)23)は異種蛋 白,
内分泌物質(イ ンシユ リン,ア ドレナ リン)の
吸収 を確認 した事実か ら宮 川氏 の云 え るが如 き
精 嚢内容液が吸収 されExhormonの作 用をな
す か どうか は速断 し難いが,少 くとも吸収実験
結果 より睾丸で生産 された 分泌物 の1部 は精嚢
内で吸収 され,そ れが全身的 に何等か の因子 と
して働 いているであろ うと推察 している.さ て































































成熟雄海狽の精嚢腺 を別出 し,そ の睾 丸組織
を月 日を追つて観察 した.
1)精 嚢腺別 出後5～6ヵ 月には精細管の穎
粒状 分泌物は著 明に増 加す るが,9～10ヵ 月頃
より寧 ろ減少す る.
2)精 嚢凍別 出後10ヵ月より造精 機転は漸 次
障碍 され,そ れ と平衡 して脚 網胞 の変性,減 少
が認め られ る.別 出後19ヵ月には著明 な精子形
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附 図5精 藝 別 出 後9ヵ 月10×10,H.E
l藏蟹
lO7





附 図9精 嚢 腺 別 出後14ヵ月10×10,H.E




附 図8精 爽腺 別 出 後10カ月10×40,H.E
附 函10精 嚢 腺易11出後14ヵ月 10×40,H.E
導
轟

































附 図17幼 若 時 精嚢 腺別 出後14カ月
附図16精 嚢腺 別 出 後19ヵ月10×40,H.E
10×10,H.E附 図18幼 若 時精 嚢 腺 別 出後14カ月10×40,H.E
